
仕事 今からはじめる！　就職へのレッスン 杉山由美子 いつかする「就職」に向けて、今から知っておきたいこと

明子のピアノ　被ばくをこえて奏で継ぐ 中村真人 被ばくしたピアノが響きを取り戻し世界をつなぐ

ペリリュー　楽園のゲルニカ　９ 武田一義 戦争が終わっても投降できない田丸たちの運命は…

不死身の特攻兵　生キトシ生ケル者タチヘ　３，４ 鴻上尚史・東直輝 佐々木友次についに出撃の日がやってくる

１：哲学 脱・呪縛 鎌田實 「この本は、２４時間オープンしている、君の保健室だ。」

世界の国歌・国旗 弓狩匡純 世界７０か国の国歌・国旗をエピソードとともに紹介

現代語訳　福翁自伝 福澤諭吉・斎藤孝 一万円札の人、福澤諭吉の自伝を現代語訳で

イギリスとアイルランドの昔話 石井桃子 実は妖精や小人はこわ～い存在なのだった…

ぼくが13人の人生を生きるには身体がたりない。
解離性同一性障害の非日常な日常

haru 脳内に13人の人格がいるぼくの日常

ビーカーくんとすごい先輩たち うえたに夫婦 歴史に残る実験器具たちはどんな活躍をしたのか

きらめく甲虫 丸山宗利 キラキラの動く宝石200種

生き物が大人になるまで 稲垣栄洋 「小さくなる成長」なんてあるの？

ゆる片づけBOOK　片づけは意外と簡単らしい オレンジページ 文房具も服もこれでスッキリ

小鳥ぽんぽん trikotri 毛糸を巻いて可愛い小鳥をつくろう

クジラのおなかからプラスチック 保坂直紀 便利だけど、このままプラスチックごみを増やしてはだめ

身近な樹木ビジュアルカタログ 江見敏宏 この木なんの木？　季節ごとの写真ですぐにわかる！

なぜ福知山線脱線事故は起こったのか 川島令三 リクエストで入った本

「まるっと小動物展」公認！　まるっと小動物写真集 BACON ハリネズミ、シマリスなど、まるくてかわいい動物たち

自転車ツーリングハンドブック 山と渓谷社 どこまでいけるか？！自転車旅

自転車トラブル解決ブック 山と渓谷社

ふみもと子ども将棋教室の　強くなる詰め将棋 文本力雄 将棋の練習だけでなく、頭の体操にもなる！

８：言語
ビッグ・ファット・キャットの世界一簡単な英語の大
百科事典

向山貴彦 英語をしゃべれる人の頭の中はどうなっている？

青空に飛ぶ 鴻上尚史
いじめにあっていた萩原は「不死身の特攻兵」佐々木と出
会い…

桜坂は罪をかかえる　KZ' Deep File 藤本ひとみ

保健室のアン・ウニョン先生 チョン・セラン
みんなには見えないものが見えるウニョン先生が学校を
救う！

３分で読める！　コーヒーブレイクに読む喫茶店の
物語

「このミステリーがすごい！」
編集部

２５名の豪華作家によるショートストーリー

朝が来る 辻村深月 平穏な家庭に「子どもを返してほしい」と電話が…

八日目の蝉 角田光代 リクエストで入った本

水曜日が消えた 本田壱成
曜日ごとに違う人格を持つ僕は、７人の僕の中に裏切り者
がいることに気づき…

あめつちのうた 朝倉宏景 甲子園の土に向き合いながら、一人の青年が成長してゆく

少年と犬 馳星周 人々の辛い気持ちに寄り添う犬たち　直木賞受賞作

金木犀とメテオラ 安壇美緒
新しくできたばかりの中高一貫校、痛くて切ない女子たち
の６年間

四畳半タイムマシンブルース 森見登美彦
『四畳半神話大系』のメンバーがタイムマシンに乗ってウロ
チョロ

ウナノハテノガタ 大森兄弟 原始時代の人たちも、死を恐れたのだろうか？

座敷童子の代理人　２ 仁科裕貴

戦争

４：自然科学

５：工業

９：文学

７：芸術

２：地理

３：社会科学

６：産業
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学校司書 佐藤典子 

 

☆もうすぐ１００冊の人、たくさんいます！ 

夏休みも終わり、本の貸出は通常のひとり２冊までに戻っていますが、「入学してから１００冊以上本を借り

た人」は、卒業までずっと、いつでも５冊借りられます。すでに１００冊以上借りていて、この「いつでも５冊」の

対象となっている人は、現在１５人。そして、もうすぐ１００冊に到達する人は、９０冊台…３年生４人、８０冊台

…３年生３人、２年生１人、１年生１人、となっています。本は、たくさん読むほどコツがつかめてスムーズに読み

進むことができ、色んなジャンルの本を読む楽しさもわかってきますよ。「借りた本は最初から最後まで読まな

くちゃ」と思わないで大丈夫。ぜひたくさんの本を「つまみ食い」ならぬ「つまみ読み」してください。自分が今、

累計で何冊借りているかを知りたい人は、カウンターで司書に声をかけてくださいね。 

９月の特集③「月を見上げて何おもう？」 

今年は１０月１日が「中秋の名月」。その翌日の１０月２日が 

満月です。そしてなんと、１０月３１日も満月。何度も夜空を見上

げたくなる１０月に向けて、月の不思議にせまる本、「月」がキーワ

ードになっている小説などを集めました。 

『もしきみが月だったら』『月世界へ行く』『流浪の月』 

『太陽の東 月の西』『月まで三キロ』 ほか 

「みんなのオススメ本」コーナーから 

『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』 ブレイディみかこ 

イギリスを舞台に、中学生の息子をもつ母が社会の不条理について綴った本です。

人種、性別、経済の多様性など、今でも解決されていない問題がたくさんあります。 

自分の見識の狭さを大いに感じさせられました。 （匿名希望さんのオススメ） 

 

 

 

 

☆新しく入った本（～2020/9/１５） 

 

司書より： 私もこの本、読みました！ 上中とはだいぶ環境の違うイギリスの中

学校を舞台に、「友達とは？」「相手の立場で考えるとは？」息子と母が様々な出

来事にぶつかりながら答えを探していきます。私はこんな風にしっかり考えられ

るかな…、と思いながら読みました。ぜひたくさんの人に読んでもらいたいです。 

１年生「奈良しらべ」、２年生「職業しらべ」、３年生「三大和歌集しらべ」に役立つ本、図書館にたくさんあります。ぜひ活用してください！ 
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